
沼田市の家計(沼田市予算を年収300万円の家庭に置き換えたら･･･)

親からの仕送り
867,000円

28.9%

給料
813,000円

27.1%

子育て支援金等
369,000円

12.3%

貯金引き出し
216,000円

7.2%

パート収入
105,000円

3.5%

ローン借入
78,000円

2.6%

土地の貸付料
48,000円

1.6%

その他の収入
504,000円

16.8%

収入
3,000,000円

子どもへの仕送り
600,000円

20.0%

光熱費･通信費等
570,000円

19.0%

食費･保険料
552,000円

18.4%

介護費･養育料
492,000円

16.4%

地域会費
303,000円

10.1%

ローン返済
270,000円

9.0%

家･車購入費
87,000円

2.9%

修繕費
51,000円

1.7%

貯蓄
48,000円

1.6%

融資
21,000円

0.7% 予備費
6,000円

0.2%

支出
3,000,000円

扶助費→子どもへの仕送り 物件費→光熱費・通信費等
人件費→食費・保険料 補助費等→介護費・養育料
繰出金→地域会費 公債費→ローン返済
投資的経費→家・車購入費 維持補修費→修繕料
積立金→貯蓄 貸付金→融資

地方交付税→親からの仕送り 市税→給料
国庫支出金→子育て支援金等 繰入金→貯金引き出し
諸収入→パート収入 地方債→ローン借入
地方譲与税→土地の貸付料
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沼田市の予算状況（歳入予算）

地方交付税
28.9%

市税
27.1%

国庫支出金
12.3％

県支出金
8.2%

繰入金
7.2%

地方消費税交付金
5.1%

諸収入
3.5%

地方債
2.6％

地方譲与税
1.6% 寄附金

1.0% 使用料及び手数料
0.6%

その他
1.9％

歳入
225億4,800万円

自主財源:40.0％
※その他の一部含む

自主財源：市が自主的に収入する財源。多いほど自由で
安定した財政運営ができる。
依存財源：国や県に頼っている財源。多いほど地方公共
団体の自律性が弱まる。

地方交付税：一定の基準により国から配分される交付金
市税：市民税など市に納められる税金
国庫支出金：市の特定事業に対する国の支出金
県支出金：市の特定事業に対する県の支出金
繰入金：基金や特別会計から繰り入れられる資金
地方債：公共事業の財源としての借入金



沼田市の予算状況（目的別歳出予算）

民生費
36.0%

総務費
16.5%

土木費
9.6%

教育費
9.1%

公債費
9.0%

衛生費
8.0%

商工費
2.9％

消防費
3.6%

農林水産業費
2.9%

議会費
0.8%

予備費
0.2%

労働費
0.1%

歳出【目的別】

225億4,800万円

目的別分類：予算を使って達成しようとしている目的又
は機能によって経費を分類するもの。経費がどの機能に
配分されているかを示している。

民生費：子育て支援や高齢者福祉などにかかる経費
総務費：人事、財産、地域振興などにかかる経費
土木費：道路や公園、公営住宅などにかかる経費
教育費：小中学校の管理運営や生涯学習などの推進費
公債費：公共事業などへの借り入れの返済費
衛生費：ごみ、し尿の処理や健康増進などにかかる経費
商工費：企業の支援や観光の振興などにかかる経費
消防費：消防団の維持や災害対策などにかかる経費
農林水産業費：農業、林業の振興にかかる経費
議会費：議会運営にかかる経費
労働費：勤労者の支援などにかかる経費



沼田市の予算状況（性質別歳入予算）

扶助費
20.0%

物件費
19.0%

人件費
18.4%

補助費等
16.4%

繰出金
10.1%

公債費
9.0%

投資的経費
2.9％

維持補修費
1.7%

積立金
1.6%

貸付金
0.7%

予備費
0.2%

歳出【性質別】

225億4,800万円

性質別分類：経費の性質毎に組織横断で整理したもの。
大きく｢義務的経費｣と｢投資的経費｣に分けられる。義務
的経費の比率が大きいと財政が硬直的と言われる。

扶助費：医療や福祉など支援にかかる経費
物件費：市の経費のうち消費的性質をもつ経費
人件費：職員や会計年度職員の給与などにかかる経費
補助費等：他の団体への補助金や負担金にかかる経費
操出金：会計及び基金の間で資金運用をするための経費
公債費：公共事業などへの借り入れの返済費
投資的経費：施設の建設や大規模改修などにかかる経費
維持補修費：道路や公共施設などを管理するための経費
積立金：財政運営を計画に行うために積み立てる経費


